
船舶事故調査報告書 

平成２９年７月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

 

事故種類 乗揚  

発生日時 平成２８年５月１０日 １９時０６分ごろ 

発生場所 香川県小豆
しょうど

島
しま

町福田
ふ く だ

港 

 福田港北１号防波堤灯台から真方位２１６°３８０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３２.５′ 東経１３４°２０.８′） 

事故の概要  旅客フェリー第五おりいぶ丸は、航行中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 平成２８年５月１３日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客フェリー 第五おりいぶ丸、１,３２６トン 

 １４２１６５、四国フェリー株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船尾部船底外板に擦過傷、両舷推進器翼に曲損 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 西、風力 １、視程 約２海里 

海象：海上 平穏、潮汐 低潮期 

日没時刻：１８時５６分ごろ 

 事故の経過  本船は、福田港内をフェリー岸壁に向けて航行中、船長が、入港操

船に当たり、航海士を見張りに当たらせていたところ、予定針路線か

ら南方にずれていることを知り、右舵一杯として機関を後進にかけ、

船体を一旦停止させた後、予定より遅れて着岸した。 

 本船は、翌日、定期便として航行中、船体の振動が大きくなったよ

うに感じられたので船底部の検査を行ったところ、推進器翼に曲損等

を生じていることが分かった。 

 船長は、右転して後進にかけた際、浅所に乗り揚げ、乗り切ったと

本事故後に思った。 

分析  本船は、福田港内を航行中、予定針路線から南方にずれていたこと

から、船長が右舵一杯として機関を後進にかけたものの、浅所に乗り

揚げ、乗り切ったものと考えられる。 

原因  本事故は、日没後の薄明時、本船が、福田港内を航行中、予定針路

線から南方にずれていたため、船長が右舵一杯として機関を後進にか

けたものの、浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・狭い水路等を航行する際は、予定針路線の保持に努めること。 

 ・狭い水路等を航行する際は、避険線を設定し、避険線の外に出な

いこと。 


